
て
し
ま
い
、死
亡
さ
せ
て
し

ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。非
常
に
避

け
が
た
い
事
故
な
の
か
と
も

思
い
ま
す
が
、出
口
も
含
め

高
速
道
路
内
に
人
が
い
な
い

保
証
は
な
い
と
い
う
位
の
気

持
ち
で
い
な
け
れ
ば
死
亡
事
故
は
防
げ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
事
故
も
含
め
て
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
喚
起
を
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
検
定
に
つ
い
て

　

メ
ー
タ
ー
検
査
場
か
ら
の
話
に
よ
る
と
、毎

年
メ
ー
タ
ー
検
定
を
忘
れ
て
遅
れ
る
方
が
依
然

と
し
て
お
り
、何
と
か
期
日
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。中
に
は
「
４
～
５
日

の
遅
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
と
先
輩
か
ら
言
わ
れ

た
」と
話
す
方
も
い
た
そ

う
で
す
。こ
れ
は
月
内
で

あ
れ
ば
確
か
に
大
丈
夫
で

す
が
、翌
月
に
ま
た
ぐ
こ

と
は
一
日
で
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。改
め
て
優
秀
適
格

者
と
し
て
自
覚
を
持
つ
よ

う
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に

て
啓
蒙
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
後
の
審
議
に
お
い

て
、決
議
事
項
は
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（平成28年4月1日現在） 
許可事業者数  13,937名（前月比 −48名） 
　（特別区、 武三13,501名　北多摩165名　南多摩271名）
傘下事業者数  13,632名（前月比 −66名） 
　（特別区、 武三13,197名　北多摩165名　南多摩270名）

　

理
事
会
の
冒
頭
、木
村
会
長
よ
り
現
在
の
業

界
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
新
聞
に
投
稿
さ
れ
た

「
福
祉
券
を
断
る
個
人
タ
ク
シ
ー
」

　

４
月
４
日
付
東
京
新
聞
の
読
者
投
稿
欄
に

「
法
人
タ
ク
シ
ー
に
断
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
が
、個
人
タ
ク
シ
ー
に
は
二
度

断
ら
れ
た
」と
い
う
内
容
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

当
該
個
人
タ
ク
シ
ー
は
無
所
属
事
業
者
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
に
つ
い
て
、都
個

協
の
会
長
と
し
て
、福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、各

区
市
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
（
個
タ
ク
の

98
％
）で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
制
度
で
あ
り
、

も
し
組
合
加
入
の
個
人
タ
ク
シ
ー
か
ら
断
ら
れ

た
際
は
厳
正
に
対
処
す
る
旨
の
投
稿
を
東
京
新

聞
に
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
４
月
18
日
（
月
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

高
速
出
口
に
お
け
る
死
亡
事
故

　

４
月
４
日
の
深
夜
、首
都
高
速
・
都
心
環
状
線

内
回
り
の
芝
公
園
出
口
付
近
に
て
、高
速
道
路

内
に
進
入
し
て
き
た
歩
行
者
に
気
付
か
ず
は
ね

優
秀
適
格
者
と
し
て
の

　
　
振
る
舞
い
を
忘
れ
ず
に

場
　
　
所
日
個
連
会
館

決
議
事
項

①
平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

②
平
成
28
年
度
予
算
（
案
）承
認
の
件

③
銀
座
地
区
で
営
業
し
て
い
る
事
業
者
へ

の
注
意
喚
起
に
関
す
る
件

開
催
日
時
４
月
14
日（
木
） 

午
後
１
時

第
21
回　

理
事
会
の
焦
点

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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進
に
つ
い
て

　

街
頭
に
お
け
る
指
導
員
に
対
す
る
暴
力
・
暴

言
行
為
等
の
再
発
防
止
策
へ
の
取
り
組
み
（
問

題
地
区
で
の
集
中
街
頭
指
導
、問
題
地
区
で
営

業
し
て
い
る
事
業
者
へ
の
注
意
喚
起
、指
導
規

程
の
強
化
、各
団
体
に
お
け
る
「
新
規
加
入
予
定

者
に
お
け
る
運
転
者
記
録
証
明
書
等
の
提
出
に

つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
」の
実
行
等
）を
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
。

⒋
行
政
方
針
、通
達
等
の
周
知
及
び
協
会
の
機

関
紙
等
の
刊
行
と
広
報
活
動
に
つ
い
て

⒌
事
業
者
の
た
め
に
行
う
経
営
改
善
の
指
導
及

び
事
業
用
資
材
対
策
に
つ
い
て

　

初
乗
り
距
離
短
縮
等
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
・
料

金
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
及
び
提
供
を
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
。

⒍
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す
る

調
査
研
究
並
び
に
統
計
事
務
の
整
備
作
成
に

つ
い
て

新
た
な
取
り
組
み
を
加
え
た
、新
事
業
計
画

平
成
28
年
度
事
業
計
画
一
部
抜
粋

　

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
は
、昨
年
度
ま
で

の
分
類
さ
れ
た
４
つ
の
事
業
（
安
全
対
策
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
、共
済
事
業
、事
務
代
行
事

業
）に
、白
タ
ク
行
為
合
法
化
の
阻
止
や
適
正
化

及
び
活
性
化
の
諸
施
策
を
新
た
に
取
り
入
れ
、

個
人
タ
ク
シ
ー
の
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す
も

の
と
し
ま
す
。

Ⅰ.

安
全
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

　
「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」

の
人
身
事
故
等
の
削
減
目
標
達
成
へ
向
け
た

「
安
全
管
理
規
程
」の
実
行
及
び
安
全
運
行
指

導
員
制
度
の
推
進
に
よ
る
安
全
輸
送
体
制
の

確
立
等
。

　

ま
た
、警
視
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
連
携
や
啓
蒙
活
動

（
コ
ン
テ
ス
ト
等
）へ
の
積
極
的
参
加
、及
び
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
更
な
る
普
及
促
進
と
映

像
の
活
用
を
図
る
。

Ⅱ.

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
資
質
向
上
・
輸
送
秩
序
の
確

立
の
た
め
に
必
要
な
事
業

⒈
良
質
な
輸
送
力
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

事
前
試
験
制
度
及
び
試
験
回
数
増
回
の
積
極

的
有
効
活
用
及
び
処
分
状
況
等
の
情
報
提
供
等
。

⒉
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
に
つ
い
て

　

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
お
け
る
ド
ア
サ
ー

ビ
ス
、ト
ラ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
等
の
徹
底
を
新
た

に
盛
り
込
ん
だ
。

⒊
街
頭
営
業
の
適
正
化
と
基
本
対
応
励
行
の
推

Ⅲ.

事
業
者
の
相
互
扶
助
を
図
る
た
め
の
共
済
事
業

　

共
済
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
推
進
等
。

Ⅳ.

事
業
者
の
た
め
に
行
う
関
係
官
庁
等
へ
の
事

務
代
行
事
業

Ⅴ.

そ
の
他

　

新
し
く
以
下
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
盛
り
込

ん
だ
。

⒈
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
白
タ
ク

行
為
の
合
法
化
の
断
固
阻
止
へ
の
取
り
組
み

⒉
タ
ク
シ
ー
特
定
地
域
協
議
会
、準
特
定
地
域

協
議
会
に
お
け
る
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関

す
る
諸
施
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

　

以
上
、事
業
者
の
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を

共
有
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た

め
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、一
路
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

平成28年度収支予算書 平成28年5月1日から平成29年4月30日まで
（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部        
 １．経常増減の部       
  （１）経常収益      
   受取登録料     
    受取登録料    
   受取会費     
    会員受取会費    
    上部団体受取会費    
   事業収益     
    研修事業収益    
    代行事業収益    
    乗務証代行手数料収益    
   雑収益     
    雑収益    
   経常収益計     
  （２）経常費用      
   事業費     
    役員報酬    
    給料手当    
    役員退職給付費用    
    退職給付費用    
    法定福利費    
    福利厚生費    
    会議費    
    旅費交通費    
    通信運搬費    
    減価償却費    
    報奨費    
    消耗品費    
    会場費    
    委託費    
    印刷製本費    
    賃借料    
    清掃費    
    光熱水料費    
    リース料    
    表彰費    
    共済給付金    
    花輪代    
    振込手数料    
   管理費     
    役員報酬    
    給料手当    
    役員退職給付費用    
    退職給付費用    
    法定福利費    
    福利厚生費    
    会議費    
    旅費交通費    
    通信運搬費    
    減価償却費    
    什器備品費    
    消耗品費    
    修繕費    
    印刷製本費    
    賃借料    
    清掃費    
    光熱水料費    
    リース料    
    ソフト費    
    表彰費    
    対外活動費    
    広告宣伝費    
    新聞図書費    
    諸負担金    
    顧問料    
    慶弔費    
    交通援助賛助金    
    租税公課    
    上部団体会費    
    雑費    
   経常費用計     
  当期経常増減額      
 ２．経常外増減の部       
  （１）経常外収益      
   経常外収益計     
  （２）経常外費用      
   経常外費用計     
  当期経常外増減額      
  法人税等      
  他会計振替額      
  当期一般正味財産増減額      
  一般正味財産期首残高      
  一般正味財産期末残高      
Ⅱ　指定正味財産増減の部        
  当期指定正味財産増減額      
  指定正味財産期首残高      
  指定正味財産期末残高      
Ⅲ　正味財産期末残高        

300,000
300,000

282,980,000
149,360,000
133,620,000
7,059,600
5,937,000
1,122,600

0
755,000
755,000

291,094,600

128,211,100
7,162,400
42,088,400
675,500
2,312,600
7,393,600
486,000
5,549,000
13,060,400
1,107,000
1,588,400
1,800,000
100,000
4,398,500
3,494,000
16,169,500
6,779,700
145,800
429,300
81,000
720,000

11,000,000
1,650,000
20,000

172,506,800
3,069,600
8,256,600
158,500
542,400
1,734,400
114,000
4,738,000
10,230,000
1,500,000
372,600
200,000
1,000,000
50,000

1,135,500
1,590,300
34,200
100,700
19,000
700,000
452,000
200,000
518,000
561,000
520,000
540,000
100,000
200,000
20,000

133,620,000
230,000

300,717,900
△ 9,623,300

0

0
0

70,000
0

△ 9,693,300
19,001,032
9,307,732

0
0
0

9,307,732

300,000
300,000

287,720,000
147,980,000
139,740,000
7,197,600
6,013,000
1,094,600
90,000
655,000
655,000

295,872,600

127,001,800
7,164,600
40,800,200
674,700
2,057,400
7,235,700
486,000
4,524,000
12,674,000
951,000
1,588,400
1,800,000
100,000
4,185,500
3,494,000
17,904,500
6,779,700
141,800
458,500
661,800
650,000

11,000,000
1,650,000
20,000

180,039,700
3,070,400
8,003,800
158,300
482,600
1,697,300
114,000
4,702,000
9,965,000
1,500,000
372,600
200,000
1,000,000
50,000

1,134,500
1,590,300
33,200
107,500
155,200
700,000
442,000
200,000
2,342,000
669,000
520,000
540,000
100,000
200,000
20,000

139,740,000
230,000

307,041,500
△ 11,168,900

0

0
0

70,000
0

△ 11,238,900
30,239,932
19,001,032

0
0
0

19,001,032

0
0

△ 4,740,000
1,380,000

△ 6,120,000
△ 138,000
△ 76,000
28,000

△ 90,000
100,000
100,000

△ 4,778,000

1,209,300
△ 2,200
1,288,200

800
255,200
157,900

0
1,025,000
386,400
156,000

0
0
0

213,000
0

△ 1,735,000
0

4,000
△ 29,200
△ 580,800
70,000

0
0
0

△ 7,532,900
△ 800
252,800
200

59,800
37,100

0
36,000
265,000

0
0
0
0
0

1,000
0

1,000
△ 6,800

△ 136,200
0

10,000
0

△ 1,824,000
△ 108,000

0
0
0
0
0

△ 6,120,000
0

△ 6,323,600
1,545,600

0

0
0
0
0

1,545,600
△ 11,238,900
△ 9,693,300

0
0
0

△ 9,693,300

科     目 当年度 前年度 増減
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手
一
投
足
が
目
の
前
の
お
客
様
の
た
め

に
な
る
よ
う
に
、そ
し
て
次
の
お
客
様
を

作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
い
う
気

持
ち
で
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
」と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
２
名

は
、来
年
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

  

優
秀
賞

東
個
協
・
目
黒
第
二
支
部

猪
平　

正
人
さ
ん

　

素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、驚
く
と

と
も
に
、父
親
も
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

で
し
た
の
で
、そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。昨
今

の
個
人
タ
ク
シ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
良
く

な
い
も
の
が
多
い
気
が
し
ま
す
。コ
ン
テ

ス
ト
だ
け
で
な
く
、日
々
の
営
業
で
お
客

様
と
接
し
な
が
ら
個
人
タ
ク
シ
ー
の
イ

メ
ー
ジ
を
回
復
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

  

特
別
賞

全
個
人

阿
部　

淳
さ
ん

　

自
分
の
あ
り
の
ま
ま
を
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

中
も
、実
際
の
お
客
様
と
の
や
り
と
り
と

同
じ
よ
う
に
反
応
を
見
な
が
ら
話
を
展

開
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

た
、そ
う
い
う
意
味
で
は

力
を
出
し
切
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加
し
、普
段
考
え

な
か
っ
た
こ
と
意
識
す
る

こ
と
も
で
き
、と
て
も
い

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
す
。お
客
様
役
を
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、車
イ
ス
の
お
客

様
の
立
場
に
な
っ
た
時
、目
線
の
高
さ
を

合
わ
せ
て
く
れ
た
り
、会
話
の
際
に
目
を

見
て
話
し
て
く
れ
た
り
と
、『
き
ち
ん
と

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
で
き
る
か
ど
う
か

が
、サ
ー
ビ
ス
力
と
感
じ
た
』と
の
こ
と

で
し
た
。今
後
の
業
務
で
は
、ぜ
ひ
基
本

に
立
ち
返
っ
て
お
客
様
と
目
を
合
わ
せ
、

相
手
の
反
応
を
伺
い
、そ
の
お
客
様
と
意

思
の
疎
通
を
図
る
作
業
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、個
人
タ
ク
シ
ー
を

選
ぶ
お
客
様
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。単
に
行
儀

良
く
す
る
こ
と
を
サ
ー
ビ
ス
や
マ
ナ
ー
、

お
も
て
な
し
と
考
え
ず
、皆
さ
ん
の
一
挙

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成28年3月報告分

会員 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

全個人 Ｎ・Ｓ H28.2.10 中央区銀座6-2先 待機禁止無視 加重
文書による厳重警告及び誓約書の提出
換金停止
銀座乗禁地区に近づく事禁止
３年以内の再犯の場合脱退勧告又は除名処分

※処分事案は東個協・都営協等に処分を要請し、平成28年3月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 講習事案 処分事案 合計

平成28年2月 35 5 2 42

　

３
月
25
日
（
金
）、（
一
社
）全
国
個
人
タ

ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
に
お
い
て
、予
選

会
・
準
本
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
各
都
県
協

会
の
代
表
14
名
に
よ
る
「
接
客
マ
ナ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
本
選
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
に
よ
る
緊
張
と
熱
意
に
あ
ふ
れ

る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
結
果
、最
優
秀

賞
１
名
、優
秀
賞
１
名
、特
別
賞
３
名
及

び
健
闘
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
選
会
は
、社
会
的
要
請
で
も
あ
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
視
点
に
据

え
た
「
車
イ
ス
を
使
用
す
る
足
の
不
自
由

な
乗
客
」に
対
し
て
、安
全
で
よ
り
安
心

感
を
与
え
る
お
も
て
な
し
を
重
点
に
し

た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
実
技
の
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　

各
賞
発
表
の
後
、プ
ロ
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
し
て
、審
査
員
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
松
橋
真
理
子
さ
ん
よ
り
「
皆
さ
ん

の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、ま
た
レ
ベ
ル
の

差
が
縮
ま
り
、審
査
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。互
い
に
磨

き
合
い
、課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

れ
る
姿
勢
が
あ
っ
て
こ
そ
、こ
の
素
晴
ら

し
い
結
果
を
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

氏
名 

所
属
団
体 

享
年 

病
名

河
原
　
義
廣	

（
東
個
協
・
足
立
第
一
）	

71	

心
筋
梗
塞

小
島
　
定
夫	

（
東
個
協
・
渋
谷
）	

65	

食
道
癌

川
原
　
滋	

（
東
個
協
・
新
宿
）	

65	

肺
癌

北
原
　
裕
一	

（
東
個
協
・
新
宿
）	

65	

心
筋
梗
塞

久
保
田
　
貴
幸	

（
東
個
協
・
世
田
谷
第
一
）	

64	

多
臓
器
不
全

武
内
　
秀
夫	

（
東
個
協
・
練
馬
）	

73	

結
腸
癌

伊
達
　
成
吉	

（
都
営
協
・
板
橋
）	

66	

肝
臓
癌

越
智
　
康
行	

（
都
営
協
・
豊
玉
）	

80	

不
明

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
３
月

接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
本
選
会

日
頃
の

「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
競
う

本選会出場者の皆さん

入賞者一覧

最優秀賞◦ 久保　肇さん（神奈川協組）
優 秀 賞◦ 猪平正人さん（東個協・目黒第二支部）
特 別 賞◦ 西村正敏さん（東個協・北支部）
 阿部　淳さん（全個人）
 橋本政雄さん（横須賀協組）

入
賞
者
の
喜
び
の

声
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Y

常葉橋入口
（北行き）
閉鎖

日本パーキングセンター
（休止）

常葉橋出口
（北行き）
閉鎖

大手町駅前 呉服橋

呉服橋出口
（内回り）

江戸橋

呉服橋入口
（内回り）
呉服橋入口
（内回り）

常磐橋

永代通り

東京駅

江戸橋
一丁目

C1

東京湾

357

357

潮風公園北
交差点

〈補助298号〉

潮風公園南交差点 お台場中央交差点

大井入口大井入口

大井出口大井出口

JR補助28号
東京湾トンネル
（山側：東行き）

平成30年度開通予定

東京湾トンネル
（山側：東行き）

平成30年度開通予定

国道357
東京湾トンネル
（海側：西行き）
今回開通区間

首都後送道路 湾岸線首都高速道路 湾岸線

お台場中央
交差点

〈補助297号〉

⬆
至 有明JCT

※今回開通のトンネルは、
　西行き（横浜方向）への一方通行です

地図 名称 概要 変更日

高速八重洲線（北行き）
常盤橋出入口閉鎖

常盤橋街区再開発プロジェクトに
伴い、高速八重洲線（北行き）常
盤橋出入口と接続する日本パー
キングセンター（駐車場）が、平成
28年3月末をもって一般駐車場と
しての営業を休止することにより
行うもの。

2016地図　P141-L-5

平成28年4月

国道357号東京湾岸道路
東京港トンネル
海側（西行き）開通

交通渋滞の緩和が図られ、また国
道357号の羽田～千葉間が繋が
ることで交通・物流ネットワークが
構築され、東京臨海部と空港、港
湾拠点とのアクセスの強化・向上
が期待される。

2016地図
P172-B-7～P185-I-3

平成28年3月

地理モニター報告�

【  道 路・橋 等  】

運
転
技
術
を

客
観
視
す
る
大
切
さ

　

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
４
月
13
日
（
水
）午
後
１
時
よ

り
、「
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交

通
安
全
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。世
田
谷
区
喜
多
見
の
警
視
庁

交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

16
名
が
参
加
し
、運
転
コ
ー
ス
で
の
実
技
と
、い
き
い
き
運

転
講
座
を
通
し
て
安
全
運
転
の
基
本
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
と
し
て
高
齢
者
二
輪
車
交
通
安
全
対
策

係
の
小
野
警
部
よ
り
「
今
日
は
ご
自
身
の
運
転
を
見
直
す

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
指
導
員
は
プ
ロ
中
の
プ
ロ
を
集
め
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
楽
し
く
元
気
よ
く
受
け
て
い
た
だ
い
て
、何
か
を
掴

ん
で
帰
っ
て
下
さ
い
」と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。実
技
で

は
、コ
ー
ス
走
行
後
に
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を

参
加
者
全
員
で
確
認
。自
分
で
は
出
来
て
い
る
と
思
っ
た
一

時
停
止
も
、実
際
に
は
徐
行
で
し
か
な
い
と
い
う
気
付
き

も
あ
り
、改
め
て
基
本
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。座
学
で

は
危
険
予
知
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

天
候
な
ど
様
々
な
状
況
下
で
の
安
全
へ
の
注
意
点
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

都
営
協
・
自
交
総
連
協
組　

仲　

秀
久
さ
ん　

68
歳  

　

自
分
の
運
転
を
映
像
で
見
た
時
、出
来
て
い
て
良
か
っ
た

と
い
う
気
持
ち
よ
り
も
、実
際
の
場
面
で
自
分
は
出
来
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
反
省
し
ま
し
た
。こ
の
様
な
交
通
安
全
教

室
に
参
加
を
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、非
常
に
役
立
ち

ま
し
た
し
、良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

  

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
教
室
開
催

第
５
回
英
語
研
修
（
受
講
者
募
集
）

　

左
記
に
よ
り
、当
協
会
主
催
の
第
５
回
英

語
研
修
（
英
語
初
級
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

受
講
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、希
望

者
は
所
属
団
体
を
通
じ
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。な
お
、こ
の
研
修
は
東
京
タ
ク
シ
ー
セ

ン
タ
ー
認
定
外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
で
す
の

で
、羽
田
空
港
国
際
線
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
（
待
機
所
）の
「
お
も
て
な
し
レ
ー
ン
」へ

の
入
構
資
格
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１
研
修
内
容

　

外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
（
英
語
初
級
）

２
定
員　

40
人
（
申
込
者
が
25
名
以
下
の
場

合
に
は
開
催
中
止
）

３
受
講
料　

２
７
０
０
円

４
開
催
日
時

　

平
成
28
年
７
月
５
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

５
会
場　

日
個
連
会
館 

地
下
１
階
会
議
室

６
受
講
申
込
締
切
日　

６
月
23
日
（
木
）

受
講
者
の

声

実技講習の説明を受ける受講者

　

羽
田
空
港
国
際
線
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
（
待
機
所
）で
は
、「
一
般
車
レ
ー
ン
」が

廃
止
さ
れ
、「
Ｕ
Ｄ
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
レ
ー

ン
」及
び
「
お
も
て
な
し
レ
ー
ン
」が
拡
張

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〈
運
用
開
始
日
〉

 

平
成
28
年
４
月
25
日
（
月
）午
前
９
時

羽
田
空
港
国
際
線
（
待
機
所
）

一
般
車
レ
ー
ン
廃
止
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。


